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１．研究計画の概要

(1) Affine Kac-Moody群のunipotnent 部分群上

もしくは、可積分加群上のある種の不変関数

を求めることから始める。群上の不変関数に

ついては群論の専門家である筱田との協力

により研究を遂行する。

(2) ソリトン理論における無限次元多様体の関

係から幾何結晶との結びつきについての考

察を行ってみたい。

(3) 可能であれば初年度中にSteinberg 多様体

上の幾何結晶の構成にも着手する。

Steinberg 多様体はHecke 環の表現論と密

接に結びついており、Hecke 環の表現論の

専門家である五味と共同で幾何結晶の構成

に取り組みたい。

２．研究の進捗状況

(1)アファイン幾何結晶及びそれに付随するトロ

ピカル R マップの具体的構成を行った。

特に、D4
(3) という例外型のアファインタイプに対

してその幾何結晶を具体的に構成した前年の

結果から山根によって構成された G２
(１) 型の完

全結晶の極限が超離散化の方法により得られる

ことをしめした。

また、epsilon system と呼ぶある種の幾何結晶

上の有理関数の集合がよい性質をもつこともわ

かってきた。特に、トロピカル R 写像に対しての

普遍性と積構造が入ることを明らかにした。

(2) ある種のトロピカル R 写像は幾何結晶の慨

均質性により一意に決定されることもわかった。

幾何結晶の概均質性とは幾何結晶の作用素 ei

による開稠密な軌道が存在することである。我々

は、正構造を持つ幾何結晶の概均質性の判定

条件が、その超離散化として得られる結晶基底

が連結性によって与えられることも合わせて示し

た。完全結晶はそれ自身及びそれらのテンソル

積も連結であることが知られており、それにより

我々が構成したアファイン幾何結晶が概均質で

あることがわかり、最終的にトロピカル R マップの

一意性がわかるのである。

また、旗多様体上の幾何結晶と冪単部分群上

の幾何結晶の同値性についてすでに出来上が

っている A型以外のB,C,D 型についても示すこ
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とができた。

(3) 五味はマルコフトレースについての研究をよ

り一般の場合に拡張することについて研究をす

すめている。筱田は有限ユニタリー群について

研究をすすめている。都築は保形形式について

精力的に研究を推進している。

３．現在までの達成度

①当初の計画以上に進展している。

発表論文(1)～(4)のような結果を順調に得られた
ため。

４．今後の研究の推進方策

KR 加群に対応する完全結晶のある種の極限と

して得られる結晶基底をその超離散化として持

つアファイン 幾何結晶とその上の tropical R 写

像の構成を目的としてきた。幾何結晶の構成に

ついては、最も単純な KR 加群の場合であるが

ほとんどの affine Kac-Moody 群に対応するもの

についてほぼ満足できる形で結果を得た。

tropical R 写像については、そのうちのいくつか

について具体的に構成できた。また、sl2 の場

合のみではあるが、普遍的 tropical R 写像を得

ることにも成功した。さらに、概均質幾何結晶に

ついての判定条件を結晶基底の言葉で記述す

ることもでき、これにより tropical R 写像の一意

性について比較的簡単に示せるようになった。

イプシロン系を A 型の場合だけであるが、具体

的に構成できたことも大きな成果といえる。

上で述べたように、affine 幾何結晶とその上の

tropical R 写像について一定の成果を挙げ、当

初の目標に近づいたといえるが、同様の方法で

新しい結果を得続けるのは難しいと判断した。

そこで、幾何結晶上のトロピカルR 写像を普遍

的な方法で構成することを目指したい。そのため

に、必要と考えられるイプシロン系の特徴付けを

行い、さらに、affine 旗多様体に代表される無限

次元幾何結晶の構成とソリトン系との関連につい

て、考察する。また、結晶基底の多面体表示との

関係についても研究を広げてみたいと考える。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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